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【目的 】第
一

報 で 述べ られ た ，新 しい ヘ リカ ル ア ル ゴ リズ ム （以下 ，Smart 　Helical）を臨床応用 し側 頭骨，特 に その Refomiati 。 n 画像 （以 下，
MPR 像 ）に お い て の 画質 改 善 を試 み る ．複雑 な微小 構 造 を持 つ 側頭骨の MPR 像 には 良好 な体軸方向の 分 解 能 が要求 され る．ヘ リカ ル

ス キ ャ ン の 体軸分解能 を 向 i．．させ るの に Deconvo】ution 　Technique が 有用で ある と報告 されて い るが，同時に ヘ リ カ ル ア
ー

チ フ ァ ク ト

と ノ イ ズ を増 加 させ る こ と も知 られ て い る．今回 わ れ われ は Srnart　Helicalが ヘ リ カ ル ア
ー

チ フ ァ ク トを軽減 させ，側頭骨MPR 像 を改
善さ せ る こ と が で き るか ど うか を検証 した．

【方 法 1使 用 機種 ；GE 横 河 メ デ ィ カ ル PROSEED
， 撮像 条 件は管電圧 120Kv ，管電 流 160mA ，　X 線 ビーム 幅 1mm ，テ

ーブ ル 移 動速度
は0．5mrn ！t．5秒 を使 用．再構成間隔 は O．lmrn，再構成FOV は 10cm．以上 の 条件に よっ て 得 られ た uxial 像か ら 4 種類 の MPR 像 を作 成 し

た．オ リ ジ ナ ル 像か らの MPR 像，　Deconvolution処 理 の MPR 像，　Smart　Helical処 理 の MPR 像，　Deconvolution 処 理 とSmart　Heaica ］処理

を併 用 したMPR 像に ダ イ レ 外 コ ・ ナール 1象を加えた 5 画 像 をサ ・ プル と した．こ 栃 の 画 像1・対 しA ・・ly・i、　Hi，，a，chy 、ft。ce 、、（以 ド，
AHP ）を用 い て 視覚的評価を行 っ た．観察お よび評価は放射線科医 5 名 に よ り行 われ た，な お，観 察 に 際 し処理 方法は 明 らか に され て

い な い ．評価 項 目は微小構造が どこ まで 認識 で きる か とい う，空問分解能を中心 に した評価基準 を sharpness ，骨辺 縁が ス ム
ー

ス な連

続性 を保っ て い る か どうか を評価 す る基準 を辺縁の 連続性，画像全 体の ザ ラ ッ キ 感を粒状 ＃ と した，こ れ ら の 3 項 目に つ い て
一
対比

較 を行 い ウエ イ トを決定 した．次 に 5 枚の サ ン プ ル 画像 を各項 目 ご とに
一

対比 較 を行い ，そ れぞ れ の ウ エ イ トを決定 した．そ れ らを

もと に ト
ー

タル の 評価 順 位 を決定 した．

【結 果 と考察】AHP に よ り決定 された，視覚評価の 結果をFig．1，2　に 示 す．い ずれ の 項 目に 関 して もダイ レ ク トコ ロ ナール 像が最も評
価が 高い の で，順位 を表示する 際 ダイ レ ク トコ ロ ナー

ル像 は除い た．総 合評価 で ダイ レク トコ ロ ナール 像 に 次 い で 評価が 高 い の は ，
Deconvolution処理 とSmart　Helical処理 併用の 画像 で あ っ た．続い て Smart　Helica】処 理 の み の 画像，　 Deconvolution 処 理，最後に オ リジ

ナル 画 像 の 順 位 となっ た．Fig．2に各項 目ご との評価順位 を示す．　sharpncss で は Deconvoluti 。 n 処 理 画像 が最 も高い 評 価 で あ る．逆 に ，
Smart　Helical処理 画像 は最 も低 い 評価 とな っ た．辺縁 の 連 続性に つ い て は ，　Smart　He ］ical処 理 画像 が 最 も高 く評価 され た，粒状 性 で

は，Smart　Helical処理画像，次い でDeconvolution処理 とSmalt　He ［ical処 理 併用 の 順 に な っ た．以 上 の 結果 か らDeconvoiution 処理 は

sharpness を向上 させ るが，　Smart 　Helical処 理 は逆 に低 Fさ せ て い る．また，辺縁 の 連続性 と粒 状 性 に注 目する とDeconvolution処 理 は
い ずれ も低下 させ てい るが，逆 に Smart ・He 】ical処 理 は い ず れ も向 ヒさせ て い る．　Deconvolution処 理 とSmart 　He 】ica】処理は，こ の よ

うに相反 する特徴 を有 して い る こ とが分 か る．した が っ て，こ の 両 方の 処理 を行うこ と に よ っ て お 互 い の 短所を補い 合 う結 果 とな る．

　われ わ れ は こ れ まで，ヘ リ カ ル ス キ ャ ン に よる側 頭骨 の MPR 像 を改 善 す る ため に 様 々 な工 夫や 処 理 を試 み て 来たが，現 時点 で は こ

の Deconvolution　Techn 】que とSmart　Helica1の 併用 が 最 も優 れ た結 果 を有 して い る と考 え られ た，小児 や老人 と い っ た ダ イ レ ク トコ ロ

ナ
ー

ル 像 の 得 られ に くい 患者 さん で あ っ て も，本法に よ りこ れ まで 以 上 に高 品位 な コ ロ ナ
ー

ル また は サ ジ タ
ール 像 を得 る こ とが で き

る．また，苦 しい ポジ シ ョ ニ ン グ や 無駄 な被曝 も避 け る こ とが で きる ．

【結 論】（D今回開発 され た Smart 　Helica】に よ り，　Deconvolutien 　Techniqueの 欠 点で あ る ア ーチ フ ァ ク トとノ イズ の 発 生 を低 下 させ る こ

と が 可 能 とな っ た ．（2）DeconvoiUtion

Technique とSmar［Helica】を併．用 す る こ と

に よ り，
ヘ リカル に よる側頭骨の MPR 像

が 向上 した．（3）本法 に よっ て得 られ る

MPR 像 は コ ロ ナー
ル，サ ジ タ

ー
ル，オ ブ

リ
ー

ク像 と任意のRefermationが 可能で あ

り，ダ イ レ ク コ ロ ナ
ー

ル 撮影の 代 わ り と

なりうる 叮能 性 が示 唆 され た． fig　．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総 合 騨価
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